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 8． 参考資料 

 8-1. 計画策定プロセス 

（1） 山田町観光復興ビジョン 策定委員会 

① 第 1 回策定委員会 
日時 平成 27 年 5 月 19 日（火）10 時～12 時 
場所 山田町役場 2 階特別会議室 

出席者 委員 11 名（欠席 1 名） 

議題 

1．開会 
2．あいさつ 
3．委員自己紹介 
4．委員長・副委員長選任 
5．議事 
（1）観光復興ビジョンの考え方と策定の進め方について 
（2）ワーキング委員の承認について 
（3）町外在住者との意見交換について 
（4）山田町における観光の現状について 
6．諸連絡 
7．閉会 

② 第 2 回策定委員会 
日時 平成 27 年 10 月 27 日（火）10 時～12 時 
場所 山田町中央公民館小ホール 

出席者 委員 8 名（欠席 4 名）、ワーキング委員 2 名 

議題 

1．開会 
2．あいさつ 
3．報告 ワーキング委員会の実施経緯について 
4．議事 
（1）観光復興ビジョンの骨子素案（基本理念、基本戦略）について 
（2）観光復興ビジョンの骨子素案（重点プロジェクト）について 
（3）観光復興ビジョンの骨子素案全体について 
5．諸連絡 
6．閉会 
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③ 第 3 回策定委員会 
日時 平成 28 年 2 月 19 日（金）午前 10 時～午前 11 時半 
場所 山田町中央ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 2 階会議室 

出席者 委員 10 名（欠席 2 名）、ワーキング委員 2 名 

議題 

1．開会 
2．あいさつ 
3．報告 
ワーキング委員会の実施経緯等について 
4．議事 山田観光復興ビジョン（答申案）について 
（1）目次構成／将来目標像・具体目標 
（2）目標実現に向けた取組体制 
（3）その他、全体について質疑 
5．閉会 
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（2） 山田町観光復興ビジョン 策定ワーキング委員会 

① 第 1 回ワーキング会議 
日時 平成 27 年 6 月 5 日（金）15 時 45 分～17 時 
場所 山田町中央公民館 2 階小ホール 

出席者 ワーキング委員 5 名 

議題 
1．専門部会とワーキング会議の位置付け 
2．専門部会の議論の共有 

② 第 2 回ワーキング会議 
日時 平成 27 年 6 月 12 日（金）10 時～12 時 
場所 山田町役場地下第 1 会議室 

出席者 ワーキング委員 4 名 

議題 

1．専門委員会の振り返り 
2．他地域における観光ビジョンの事例紹介 
3．観光復興ビジョンの構成イメージについての説明 
4．観光復興の基本理念、将来目標像についての議論 
5．今後の進め方について 

③ 第 3 回ワーキング会議 
日時 平成 27 年 7 月 23 日（木）10 時～12 時 
場所 山田町役場地下第 2 会議室 

出席者 ワーキング委員 3 名 

議題 

1．山田町観光復興ビジョンの基本理念と共通課題について 
2．個別課題と解決の方向性について（専門部会の担当分野） 
3．個別課題と解決の方向性について（専門部会以外の分野） 
4．今後の進め方について 

④ 第 4 回ワーキング会議 
日時 平成 27 年 9 月 15 日（火）10 時～12 時 
場所 山田町役場地下第 2 会議室 

出席者 ワーキング委員 3 名 

議題 
1．山田町観光復興ビジョンの基本理念と将来目標像（案）について 
2．山田町観光復興ビジョンの重点プロジェクト（案）について 
3．今後の進め方について 

⑤ 第 5 回ワーキング会議 
日時 平成 27 年 11 月 12 日（木）10 時～12 時 
場所 山田町役場 2 階特別会議室 

出席者 ワーキング委員 5 名 

議題 
1．策定委員意見を踏まえた骨子の修正方向について 
2．エリア別の観光復興の方向と将来目標像について 
3．今後の進め方について 
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⑥ 第 6 回ワーキング会議 
日時 平成 27 年 12 月 18 日（金）13 時半～15 時 35 分 
場所 山田町役場地下第 1 会議室 

出席者 ワーキング委員 5 名 

議題 
1．将来目標像について 
2．取組体制について 
3．復興ビジョン素案全体について 

⑦ 第 7 回ワーキング会議 
日時 平成 28 年 1 月 22 日（金）13 時半～15 時半 
場所 山田町役場地下第 2 会議室 

出席者 ワーキング委員 5 名 

議題 

1．復興ビジョン素案全体について（専門部会を踏まえた修正点の確認） 
2．将来目標像について 
3．普及啓発の方法について 
4．今後の進め方について 
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（3） 山田町観光復興ビジョン 専門部会 

① 第 1 回専門部会 
日時 平成 27 年 6 月 5 日（金）13 時半～15 時半（3 部会合同） 
場所 山田町中央公民館 2 階ホール 

出席者 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 4 名 
物産 4 名 
グルメ・宿泊 6 名 

議題 

1．観光復興ビジョン策定の進め方について 
2．山田町の観光の現状について 
3．各専門部会での議論 
4．議論内容の共有 

② 第 2 回専門部会 

日時 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 平成 27 年 6 月 23 日（火）19 時半～21 時 
物産 平成 27 年 6 月 24 日（水）10 時～12 時 
グルメ・宿泊 平成 27 年 6 月 23 日（火）13 時半～15 時半 

場所 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 山田町中央ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ和室 
物産 山田町役場地下会議室 
グルメ・宿泊 山田町役場 2 階特別会議室 

出席者 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 4 名 
物産 4 名 
グルメ・宿泊 7 名 

議題 

1．第 1 回専門部会の振り返り 
2．第 2 回ワーキング会議の報告 
（1）観光復興ビジョンの構成とイメージについて 
（2）山田における観光復興ビジョンの方向性について 
3．ビジョンの方向性に基づく「現状の課題」と「解決策」についての議論 
4．勉強会について 
5．今後の進め方について 

③ 第 3 回専門部会 

日時 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 平成 27 年 8 月 6 日（木）19 時半～21 時 
物産 平成 27 年 7 月 24 日（金）10 時～12 時 
グルメ・宿泊 平成 27 年 7 月 29 日（水）13 時半～15 時半 

場所 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 山田町役場地下第 2 会議室 
物産 山田町役場 4 階会議室 
グルメ・宿泊 山田町役場地下第 2 会議室 

出席者 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 4 名 
物産 4 名 
グルメ・宿泊 4 名 

議題 

1．ワーキング会議、専門部会の振り返り 
2．山田町観光復興ビジョンの基本理念、共通課題について 
3．具体的な課題と解決の方向性について 
4．今後の進め方について 
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④ 第 4 回専門部会 

日時 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 平成 27 年 11 月 20 日（金）19 時半～21 時 
物産 平成 27 年 11 月 20 日（金）10 時～12 時 
グルメ・宿泊 平成 27 年 11 月 18 日（水）13 時半～15 時半 

場所 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 山田町役場地下第 2 会議室 
物産 山田町役場 4 階会議室 
グルメ・宿泊 山田町役場 2 階特別会議室 

出席者 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 4 名 
物産 4 名 
グルメ・宿泊 6 名 

議題 

1．観光復興ビジョン骨子案について 
2．町外関係者ヒアリング結果について 
3．各施策の「実施体制」について（協議） 
4．オランダ島、浦の浜の利用のイメージについて 
5．今後の進め方について 

⑤ 第 5 回専門部会 

日時 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 平成 28 年 1 月 18 日（月）15 時～17 時 
物産 平成 28 年 1 月 15 日（金）13 時半～15 時半 
グルメ・宿泊 平成 28 年 1 月 14 日（木）13 時半～15 時半 

場所 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 山田町役場地下第 2 会議室 
物産 山田町役場地下第 1 会議室 
グルメ・宿泊 山田町役場地下第 2 会議室 

出席者 
自然、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ体験型観光 3 名 
物産 4 名 
グルメ・宿泊 5 名 

議題 

1．復興ビジョン素案について 
（全体、将来目標像、スローガン、取組体制） 
2．重点プロジェクトについて 
（プロジェクト、スケジュール、取組体制、取組例） 
3．オランダ島、浦の浜の活用イメージについて 
4．今後の進め方について 
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 8-2. 山田町観光復興ビジョン策定委員会 

（1） 設置規約 

○山田町観光復興ビジョン策定委員会設置要綱（平成 27年山田町告示第 21号） 

 
（趣旨） 
第 1 この要綱は、山田町観光復興ビジョン策定委員会の設置に関し、必要な事

項を定めるものとする。 
（設置） 
第 2 山田町の目指すべき観光復興のあり方についての基本的な考え方および

これからの観光復興方策を総合的かつ体系的に整理することを目的とした山田

町観光復興ビジョン策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 
（協議事項） 
第 3 委員会は、次に掲げる事項を協議する。 
 (1) 観光の現状調査および分析に関すること。 
 (2) 観光復興ビジョンの基本方針および計画に関すること。 
 (3) その他観光復興ビジョンの策定に必要な事項に関すること。 
（組織） 
第 4 委員会の委員は 12 名以内とし、次に掲げる者の中から町長が委嘱する。 
 (1) 学識経験、専門知識を有する者 
 (2) 観光関係機関、団体に所属する者 
 (3) 公募による町民 
 (4) その他町長が必要と認める者 
（任期） 
第 5 委員の任期は、町長が委嘱した日から観光復興ビジョン策定が完了するま

でとする。ただし、委員が欠けたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 
（委員長および副委員長） 
第 6 委員会に委員長および副委員長を置く。 
2 委員長および副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 
3 委員長は、会務を統括し、委員会を代表する。 
4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けた

ときは、その職務を代理する。 
（会議） 
第 7 委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、その議長となる。 
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2 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 
3 委員長が特に必要と認めたときは、委員会の会議に委員以外の者の出席を求

め、その意見を聞くことができる。 
（付託） 
第 8 第 3 の協議事項に関する資料および素案等の作成については、山田町観

光復興ビジョン策定ワーキング委員会に付託するものとする。 
（庶務） 
第 9 委員会に関する庶務は、水産商工課において処理する。 
（補則） 
第 10 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、委員長が別に定める。 
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（2） 委員一覧 

 

観光関係機関、団体等 委 員（敬称略） 備 考 

山田町観光協会   川 石   睦 2 号委員 

山田町商工会   阿 部 幸 栄 2 号委員 

山田町特産品販売協同組合   豊間根 章 一 2 号委員 

三陸やまだ漁業協同組合 
 女性部長 
  沼 崎 敦 子 

2 号委員 

船越湾漁業協同組合   湊     謙 2 号委員 

新生やまだ商店街協同組合   昆   尚 人 2 号委員 

ＢＧ浦の浜会   藤 原 長 一 2 号委員 

環境省東北地方環境事務所 
宮古自然保護官事務所 

 自然保護官 
  櫻 庭 佑 輔 

1 号委員 

三陸鉄道株式会社 
 旅客サービス課長 
  赤 沼 喜 典 

2 号委員 

岩手県北自動車株式会社 
宮古営業所 

 宮古統括長 
  坂 下 光 明 

2 号委員 

公募委員   齊 藤 秀 喜 3 号委員 

公募委員   川 村 芳 宏 3 号委員 
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 8-3. 山田町観光復興ビジョン策定ワーキング委員会 

（1） 設置規約 

○山田町観光復興ビジョン策定ワーキング委員会設置要綱（平成 27 年山田町告

示第 23 号） 

 
（趣旨） 
第 1 この要綱は、山田町観光復興ビジョン策定ワーキング委員会の設置に関

し、必要な事項を定めるものとする。 
（設置） 
第 2 山田町観光復興ビジョン策定委員会（以下「策定委員会」という。）の付

託に応じ山田町観光復興ビジョンの素案等を作成するため、山田町観光復興ビ

ジョン策定ワーキング委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 
（所掌事務） 
第 3 委員会は、山田町観光復興ビジョン策定委員会の付託を受け、次に掲げる

事項を所掌する。 
 (1) 観光の現状調査および分析に関すること。 
 (2) 観光復興ビジョンの基本方針および計画に関すること。 
 (3) その他観光復興ビジョンの策定に必要な事項に関すること。 
（組織） 
第 4 委員会の委員は 17 名以内とし、次に掲げる者の中から策定委員会の承認

を得て町長が委嘱する。 
 (1) 観光関係機関、団体に属する者 
 (2) 観光物産関係の事業所に属する者 
 (3) その他町長が必要と認める者 
2 委員会は、会務全般を担うワーキング会議および各専門部会で構成し、委員

は委員長の指名によりその構成員となるものとする。 
3 ワーキング会議および各専門部会に代表を置く。 
（委員の任期） 
第 5 委員の任期は、町長が委嘱した日から観光復興ビジョン策定が完了するま

でとする。ただし、委員が欠けたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 
（委員長および副委員長） 
第 6 委員会に委員長および副委員長を置く。 
2 委員長および副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 
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3 委員長は、会務を統括し、委員会を代表する。 
4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けた

ときは、その職務を代理する。 
（会議） 
第 7 委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集する。 
2 全体会議は、委員長がその議長を務める。 
3 ワーキング会議および各専門部会の会議は、各代表がその議長を務める。 
（庶務） 
第 8 委員会に関する庶務は、水産商工課において処理する。 
（補則） 
第 9 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、委員長が別に定める。 
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（2） 委員一覧 

○自然、エコツーリズム体験型観光専門部会 

所 属 等 委員（敬称略） 

山田町観光協会   道 又   純 

ＢＧ浦の浜会   藤 原 聖 児 

ジオトレイル   川 村 将 崇 

エコツーリズム／カキ養殖漁家   中 村 敏 彦 

 
○物産専門部会 

所 属 等 委員（敬称略） 

山田町観光協会   沼 崎 真 也 

山田町特産品販売協同組合   豊間根   仁 

山田町商工会青年部   間 瀬 慶 蔵 

山田町商工会女性部   佐々木 千鶴子 

 
○グルメ・宿泊専門部会 

所 属 等 委員（敬称略） 

新生やまだ商店街協同組合   椎 屋 百 代 

株式会社テルコーポレーション 
ビジネスインやまだ支配人 
  平 澤 義 浩 

光山温泉   古 舘 興 司 

山田町飲食店組合   横 田 博 安 

民宿 乙女荘   山 﨑 恵 子 

山田町商工会女性部   木 村 千 種 

白石集落農業生産組合   中 村 あづ子 

  
  



 

 
 

 
  


